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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第76号（2020年7月）

より分かりやすく目に留まるポスター等の作成に取り組んでいく

問 	 ３か月以上休止だった高齢者の介護予防教室が６
月から順次開始されたが、再開に当たりどのよう
な対応を講じたのか。

答   「新しい生活様式」の実践はじめとした感染防止
対策を講じた。当面は参加者の状態を見ながら身
体への負荷を加減したり、熱中症対策として小ま
めな水分補給もお願いしている。

問 	 新型コロナウイルスの感染を恐れて介護予防教室
の参加に躊躇されている高齢者への対応は。

答  健康寿命延伸の観点から介護予防教室の参加は有
効であり、感染防止対策や介護予防の重要性を伝
え、安心して参加していただけるように努める。

問 	 保健事業の中止や延期、開始の遅れがあったが、
市民への影響と今後の対応策は。

答  母子保健事業については、保健師や栄養士等への
相談や保護者同士の交流の機会が減少したこと
で、育児不安に影響があった。専門職による相談
の場を提供し、育児不安の軽減につなげたい。各
種健診等については、受診状況によっては期間の

新型コロナウイルス感染症に対応した
市民生活について

延長も検討する。健診事業者や医療機関とも協力
し、感染防止対策の徹底にも取り組む。

問 	 感染防止対策の長期化が予想される。保健事業を
実施する上で市民に「新しい生活様式」を分かり
やすく伝えるポスター等を作成し、啓発してはど
うか。

答  健診会場や公共施設等でのポスター等の掲示や啓
発が有効であるため、より分かりやすく目に留ま
るポスターやチラシ等の作成に取り組んでいく。

問 	 市民が不安を感じない範囲の衛生資材の備蓄が必
要だと思うが、市の考え方は。

答  市民が家庭で行う備蓄を啓発するとともに、関係
機関との共同購入や、衛生資材の提供を目的とし
た協定等を検討し、確保に努める。

保健事業を実施する上で市民に「新しい生活様式」を分かり
やすく伝えるポスター等を作成し、啓発してはどうか
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